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第24期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

中⼩型成⻑株オープン 
（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

 

【2026年３月４日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「中小型成長株オープン（愛称 スモール・

モンスターズ・ジャパン）」は、2026年３月４日に第

24期決算を迎えましたので、期中の運用状況ならびに

決算のご報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2014年3月10日から2029年3月2日までです。 

運 用 方 針 

主として、わが国の金融商品取引所上場（上

場予定を含みます。）株式のうち、相対的に

時価総額が中小型規模の株式に投資を行

い、投資信託財産の成長を目指して積極的

な運用を行います。また、新興市場の株式に

積極的に投資する場合もあります。 

主 要 投 資 

対 象 

わが国の金融商品取引所上場（上場予定を

含みます。）株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

株式（新株引受権証券および新株予約権証

券を含みます。）への投資割合には制限を設

けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎年3月4日および9月4日（それぞれ休業日の

場合は翌営業日）に決算を行い、原則として、

以下の方針に基づき、収益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準等を勘案して決定します。分配可能

額が少額の場合や基準価額水準によって

は、収益分配を行わないことがあります。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 TOPIX Small（配当込み） 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

20期(2024年３月４日) 32,593 0 14.5 4,959.47 8.8 96.7 － 731 

21期(2024年９月４日) 32,503 0 △ 0.3 4,989.48 0.6 94.6 － 725 

22期(2025年３月４日) 33,320 0 2.5 5,180.58 3.8 95.1 － 729 

23期(2025年９月４日) 42,680 0 28.1 6,235.47 20.4 95.0 － 1,006 

24期(2026年３月４日) 53,950 0 26.4 7,418.25 19.0 93.4 － 1,367 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） TOPIX Small（配当込み）は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

配当込みTOPIX Small（以下、「TOPIX Small（配当込み）」といいます。）の指数値及びTOPIX Small（配当込み）に係る標章又は商標は、株

式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利

用などTOPIX Small（配当込み）に関するすべての権利・ノウハウ及びTOPIX Small（配当込み）に係る標章又は商標に関するすべての権利

はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、TOPIX Small（配当込み）の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 TOPIX Small（配当込み） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2025年９月４日 42,680 － 6,235.47 － 95.0 － 

９月末 43,657 2.3 6,386.73 2.4 96.5 － 

10月末 45,366 6.3 6,473.02 3.8 97.0 － 

11月末 50,454 18.2 6,805.22 9.1 94.9 － 

12月末 48,878 14.5 6,886.19 10.4 96.9 － 

2026年１月末 51,726 21.2 7,170.50 15.0 96.2 － 

２月末 59,508 39.4 8,065.01 29.3 95.6 － 

(期  末)       

2026年３月４日 53,950 26.4 7,418.25 19.0 93.4 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、TOPIX Small（配当込み）です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2025年９月４日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、機械、電気機器、ガラス・土石製品などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、三井海洋開発、日本電子材料、日東紡績などが基準価額にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、情報・通信業、サービス業、食料品などが基準価額にマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、勤次郎、インフキュリオン、ハピネットなどが基準価額にマイナスに影響しました。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

  
当期の国内株式市場は上昇基調で推移しました。2025年10月に高市首相が誕生すると、積極的な財政政策への期待

を背景に景気拡大観測が高まり、政策面で恩恵を受けるとみられたＡＩ関連株、防衛関連株、造船関連株が買われる

展開になりました。さらに、2026年に入ると、衆議院の解散総選挙が行われ、自民党が大勝したことで高市政権への

期待感が一段と高まり、これらのテーマ株への物色が再び強まる局面となりました。ただし、期末にかけては中東情

勢の緊迫化により地政学リスクが意識され、投資家のリスク回避姿勢が強まったことから軟調な展開となりました。 

 

  
当ファンドの運用につきましては、企業の中長期的な利益成長ポテンシャルや業績変化に着目した銘柄選別を実

施しました。 

具体的には、半導体需要を追い風とした利益成長が期待される扶桑化学工業やオルガノなどを買い付けました。

一方、主力商品の需要減少リスクを考慮して業績見通しを引き下げたハピネットや、当面の利益成長期待が概ね株

価に織り込まれたと判断した大崎電気工業などを売却しました。 

 

  
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けて

おりません。右記のグラフは、基準価額と参考指数の騰落

率の対比です。 

 
 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、TOPIX Small（配当込み）です。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

  
当期の分配金につきましては、分配方針に則り、分配可能額、基準価額水準等を勘案して、以下のとおりといたし

ました。なお、収益分配に充てなかった留保益につきましては、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第24期 

2025年９月５日～ 
2026年３月４日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 43,950  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
今後の国内株式市場は堅調な展開が続くと予想しており、企業業績などの良好なファンダメンタルズが素直に評

価されていく見通しです。衆院選を終えて高市政権が長期安定政権となる可能性が高まったことは、海外市場との

比較で魅力度が上昇したことを意味しており、株価面でもプラスに働くと考えます。高めのバリュエーションが維

持できるかは、高市政権に対する高い支持率の持続性や、2026年央に公表される「骨太の方針」や「成長戦略」にか

かっていますが、このまま相場の勢いが持続する場合にはバブル化の可能性も意識する必要があります。 

当ファンドの運用につきましては、中小型・新興市場株の中から、高い技術力や優れた商品開発力、特徴あるビジ

ネスモデル、事業構造の改革などに着目し、飛躍的な利益成長が期待される企業の株式に投資します。 

今後の運用につきましては、業績変化率と株価バリュエーション、また株主還元余地などに着目した銘柄選択を

心掛けてまいります。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○１万口当たりの費用明細 (2025年９月５日～2026年３月４日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 232  0.464  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (109)  (0.218)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (109)  (0.218)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 14)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 67   0.135   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 67)  (0.135)   

（c） そ の 他 費 用 3   0.005   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 302   0.604    

期中の平均基準価額は、49,931円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.94％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○売買及び取引の状況 (2025年９月５日～2026年３月４日) 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 415 1,002,510 422 930,008 
 ( 38) (       －)

 
（注） 金額は受渡代金。 

（注） 単位未満は切捨て。 

（注）( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

○株式売買比率 (2025年９月５日～2026年３月４日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 1,932,518千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,127,388千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.71   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年９月５日～2026年３月４日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,002 116 11.6 930 86 9.2 

 
 
 

 

項 目 当 期 

売買委託手数料総額（A） 1,574千円 

うち利害関係人への支払額（B） 133千円 

（B）／（A） 8.5％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは株式会
社ＳＢＩ証券です。 
 
  

株式 

利害関係人との取引状況 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○組入資産の明細 (2026年３月４日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

鉱業（2.5％）    

日鉄鉱業 － 9.4 31,913 

建設業（4.9％）    

エクシオグループ － 22.1 62,001 

トヨコー 9.1 － － 

食料品（－％）    

やまみ 5.1 － － 

化学（9.2％）    

大阪ソーダ － 21.1 44,331 

扶桑化学工業 － 8.2 73,062 

第一工業製薬 6.3 － － 

ガラス・土石製品（3.2％）    

アジアパイルホールディングス 27.7 30.4 41,374 

鉄鋼（1.3％）    

栗本鐵工所 － 10.6 16,387 

非鉄金属（2.4％）    

平河ヒューテック － 7.8 30,771 

機械（20.1％）    

木村工機 3 3 43,170 

三井海洋開発 7.7 2.4 29,508 

三菱化工機 － 9.4 29,704 

三精テクノロジーズ 17.5 13.4 30,190 

オルガノ － 4.2 65,142 

キッツ 37 29.8 58,676 

三井Ｅ＆Ｓ 6.6 － － 

電気機器（19.0％）    

ダイヘン － 3.1 39,153 

大崎電気工業 35.4 － － 

アズビル － 38 52,326 

日本電子材料 15.5 4.4 30,712 

ＯＢＡＲＡ ＧＲＯＵＰ － 4.8 29,520 

指月電機製作所 － 33.5 32,160 

イノテック 19.8 22.9 58,372 

輸送用機器（8.5％）    

アクセルスペースホールディングス 11.2 － － 

ジャパンエンジンコーポレーション － 2.1 26,523 

名村造船所 － 10.3 48,667  

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ＡｅｒｏＥｄｇｅ 2.1 6.9 33,465 

精密機器（5.5％）    

北里コーポレーション 10.3 19.8 27,878 

セイコーグループ － 3.4 42,500 

その他製品（－％）    

ＭＴＧ 7.3 － － 

陸運業（2.9％）    

鴻池運輸 11 11.6 37,468 

情報・通信業（6.2％）    

ソラコム － 25 23,675 

プロシップ 4.7 － － 

セーフィー 36.6 27.7 22,437 

インフキュリオン － 6.6 5,900 

ＪＤＳＣ 13.3 － － 

スペースシャワーＳＫＩＹＡＫＩホールディングス 18.1 － － 

Ａｒｅｎｔ － 6.4 27,296 

卸売業（4.5％）    

ハピネット 10.5 － － 

西華産業 9.1 22.6 57,788 

不動産業（2.8％）    

ＡｌｂａＬｉｎｋ － 11.7 35,451 

サービス業（7.0％）    

アストロスケールホールディングス 32.1 － － 

メンバーズ 23.2 － － 

ＮＪＳ 1.6 － － 

リブ・コンサルティング － 13.5 13,959 

フォーラムエンジニアリング 16.2 － － 

Ｆａｓｔ Ｆｉｔｎｅｓｓ Ｊａｐａｎ 16.1 － － 

ＧＥＮＤＡ 17.3 19.8 11,781 

大栄環境 11.6 14.4 53,928 

ＡＶｉＣ 13.6 8 10,160 

合 計 
株 数 ・ 金 額 456 488 1,277,351 

銘柄数＜比率＞ 31 35 ＜93.4％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 合計欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
 

 

  

国内株式 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○投資信託財産の構成 (2026年３月４日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 
株式 1,277,351 91.9 
コール・ローン等、その他 112,570 8.1 
投資信託財産総額 1,389,921 100.0 

 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年３月４日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,389,921,623   

 コール・ローン等 94,910,393   

 株式(評価額) 1,277,351,650   

 未収入金 16,075,037   

 未収配当金 1,583,000   

 未収利息 1,543   

(B) 負債 22,662,350   

 未払解約金 17,333,939   

 未払信託報酬 5,266,512   

 その他未払費用 61,899   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,367,259,273   

 元本 253,430,209   

 次期繰越損益金 1,113,829,064   

(D) 受益権総口数 253,430,209口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 53,950円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、5.3950円です。
（注） 当ファンドの期首元本額は235,902,764円、期中追加設定元本額

は118,463,284円、期中一部解約元本額は100,935,839円です。 
 

○損益の状況 (2025年９月５日～2026年３月４日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 5,762,033   

 受取配当金 5,618,352   

 受取利息 143,560   

 その他収益金 121   

(B) 有価証券売買損益 203,560,568   

 売買益 342,809,902   

 売買損 △  139,249,334   

(C) 信託報酬等 △    5,328,411   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 203,994,190   

(E) 前期繰越損益金 143,936,964   

(F) 追加信託差損益金 765,897,910   

 (配当等相当額) (    536,554,232)  

 (売買損益相当額) (    229,343,678)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,113,829,064   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,113,829,064   

 追加信託差損益金 765,897,910   

 (配当等相当額) (    536,554,232)  

 (売買損益相当額) (    229,343,678)  

 分配準備積立金 347,931,154   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を
いいます。 

（注） 収益分配金 

決算期 第24期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 5,615,502円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 198,378,688円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 765,897,910円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 143,936,964円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,113,829,064円 

 分配対象収益(１万口当たり) 43,950円 

 分配金額 0円 

 分配金額(１万口当たり) 0円   
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<お知らせ> 
該当事項はございません。 

 


